
ICT活用研修モジュール 
番号

ICT活用 
研修モジュール

ねらい ページ 

① 校内研修のねらい 自校の実態を把握し、課題意識をもつ。 14 

②
児童生徒がICTを活用
する授業とは

講義や授業の体験を通して、児童生徒がICTを
活用する授業のイメージをもつ。

17 

③ 情報活用能力について 情報活用能力について理解する。 20 

④ 研究委員の実践紹介
研究委員の1学期の授業実践から自校の実態と
課題について知る。

⑤
児童生徒がICTを活用
する授業の事例について
「集める」編

「集める」に焦点を当てた授業の事例を知る。 28 

⑥
児童生徒がICTを活用
する授業の事例について 
「まとめる」編

「まとめる」に焦点を当てた授業の事例を知る。 31 

⑦
児童生徒がICTを活用
する授業の事例について 
「伝える」編

「伝える」に焦点を当てた授業の事例を知る。 34 

⑧ 授業づくりについて
「授業プランシート」を活用し、児童生徒がICT
を適切に活用する学習活動を取り入れた授業を
構想する。

37 

※ICT活用研修モジュール④については、当該校の実際の授業実践等を研修資料として活用することから、

本資料には掲載していません。
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校
内
研
修
の
ね
ら
い

IC
T活

用
研

修
モ
ジ
ュ
ー
ル
①

出
典


文
部
科
学
省
「
GI
GA
ス
ク
ー
ル
構
想
の

実
現
に
関
す
る
補
助

事
業
の
概
要

に
つ
い
て
」
よ
り


文

部
科

学
省

「
令

和
元

年
度

学
校

に
お
け

る
教

育
の

情
報

化
の

実
態

等
に

関
す

る
調

査
結

果
（
概

要
）

」
よ
り


文
部
科
学
省
「
2
1
世
紀
を
生
き
抜
く
児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
育
成
の

た
め
に
」
よ
り


文
部
科
学
省
「
IC
Tを

活
用

し
た
指
導
方
法
」

第
１
回
校
内
研
修

本
日

の
研

修
の

流
れ

（
例

）
１

校
内
研

修
の
ね

ら
い

２
児

童
生

徒
が
I
C
T
を
活
用
す

る
授

業
と
は

３
情

報
活

用
能
力

に
つ

い
て

４
研

究
委

員
の
実

践

５
児

童
生

徒
が
I
C
T
を
活
用
す

る
授

業
の

事
例
に

つ
い
て

集
め
る
編

６
児

童
生

徒
が
I
C
T
を
活
用
す

る
授

業
の

事
例
に

つ
い
て

ま
と
め
る

編

７
児

童
生

徒
が
I
C
T
を
活
用
す

る
授

業
の

事
例
に

つ
い
て

伝
え
る
編

８
授

業
づ

く
り
に

つ
い

て

文
部

科
学
省
「
G
IG
Aス

ク
ー
ル

構
想

の
実
現

に
関

す
る
補

助
事

業
の
概

要
に
つ
い
て
」
よ
り

文
部

科
学
省
「
G
IG
Aス

ク
ー
ル

構
想

の
実
現

に
関

す
る
補

助
事

業
の
概

要
に
つ
い
て
」
よ
り

IC
T
活
用
研
修
モ
ジ
ュ
ー
ル
①

1
2

3
4
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沖 縄 県

鹿 児 島 県

宮 崎 県

大 分 県

熊 本 県

長 崎 県

佐 賀 県

福 岡 県

高 知 県

愛 媛 県

香 川 県

徳 島 県

山 口 県

広 島 県

岡 山 県

島 根 県

鳥 取 県

和 歌 山 県

奈 良 県

兵 庫 県

大 阪 府

京 都 府

滋 賀 県

三 重 県

愛 知 県

静 岡 県

岐 阜 県

長 野 県

山 梨 県

福 井 県

石 川 県

富 山 県

新 潟 県

神 奈 川 県

東 京 都

千 葉 県

埼 玉 県

群 馬 県

栃 木 県

茨 城 県

福 島 県

山 形 県

秋 田 県

宮 城 県

岩 手 県

青 森 県

北 海 道

滋
賀
県

61
.3
％

文
部

科
学

省
「
令

和
元

年
度

学
校

に
お
け
る
教

育
の

情
報

化
の

実
態

等
に
関

す
る
調

査
結

果
（
概

要
）
」
よ
り

12
%

42
%

28
%

17
%

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%
60

%
70

%
80

%
90

%
10

0%

15
%

10
%

23
%

17
%

20
%

29
%

41
%

44
%

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%
60

%
70

%
80

%
90

%
10

0%

本
校

の
指
導

者
意
識
調
査
の
結
果

質
問

５
～

８

＜
教

員
の

I
CT
活

用
指
導

力
チ

ェ
ッ

ク
リ
ス

ト
よ
り

＞

Ｃ
項

目
「

児
童

生
徒
の

I
C
T

活
用

を
指

導
す

る
能
力

」
の

合
計

質
問

1
5

今
年

度
、

児
童

生
徒
が

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

す
る

授
業
を

行
っ

て
い

ま
す

か
。

質
問

1
6

今
年

度
、

児
童

生
徒
の

情
報

活
用

能
力

を
育

成
す
る

こ
と

を
意

識
し

て
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を

活
用

す
る

授
業

を
行

っ
て
い

ま
す

か
。

で
き
る

や
や

で
き
る

ほ
と
ん
ど

で
き
な
い

あ
ま
り
で
き
な
い

行
っ
て

い
る

や
や

行
っ
て
い
る

行
っ
て

い
な
い

あ
ま
り
行

っ
て

い
な
い

（
例

）

学
習

の
基
盤
と
な
る

資
質
・
能
力

情
報
活
用
能
力

言
語
能
力

問
題
発
見

解
決
能
力

情
報
活
用

能
力

情
報
活
用
能
力

文
部

科
学

省
「
2
1世

紀
を
生
き
抜
く
児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
育
成
の
た
め
に
」
よ
り

5
6

7
8

-15-



情
報
活
用
の
実
践
力
育
成
の
三
つ
の
観
点

集
め
る

滋
賀

県
総

合
教
育
セ
ン
タ
ー
「
平
成
30
年
度
研
究
員
派

遣
に

よ
る

学
校

支
援
に

関
す

る
研

究
『

児
童

の
情
報
活
用
の
実
践
力
を
高
め
る
授
業
づ
く
り
の

あ
り

方
』

」
よ
り

情
報
を
収
集
・
選
択
す
る

ど
っ
ち
が
い
い
か
な
？

ま
と
め
る

情
報
を
整
理
・
比
較
す
る

情
報
活
用
の
実
践
力
育
成
の
三
つ
の
観
点

集
め

る
ま
と
め
る

伝
え

る
滋

賀
県

総
合

教
育
セ
ン
タ
ー
「
平
成
30
年
度
研
究
員
派
遣
に
よ
る
学
校
支
援
に
関
す
る
研
究

『
児

童
の

情
報

活
用
の
実
践
力
を
高
め
る
授
業
づ
く
り
の
あ
り
方
』
」
よ
り伝
え

る

わ
か
り

や
す
く

相
手

に
伝
え

る

「
I
C
T
活

用
の

特
性

・
強

み
を

生
か

す
」

「
単

に
I
C
T
機

器
を

指
導

に
取

り
入

れ
れ

ば
、

情
報

活
用

能
力

が
育

成
さ

れ
た

り
、

教
科

等
の

指
導

が
充

実
し

た
り

す
る

わ
け

で
は

な
い

」

「
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手
引
」

(令
和

元
年

1
2
月

)
よ
り

抜
粋

・
I
C
T
を

教
科

等
の

指
導

に
取

り
入

れ
る

ね
ら

い
を

明
確
に

す
る

・
I
C
T
活

用
場

面
を

意
図

的
・

計
画

的
に

位
置

付
け

る

情
報
活
用

能
力

児
童
生
徒
が
I
C
T
を

活
用
す
る
授
業
の
充
実

２
回
の
校
内
研
修
の
ね
ら
い

第
1
回

校
内

研
修

授
業

実
践

第
2
回

校
内

研
修

時
期

８
月

下
旬
か
ら
９

月
上
旬

９
月

中
旬
か
ら

1
0
月
上
旬

1
0
月

下
旬
か
ら

1
1
月
上
旬

ね
ら
い

児
童
生
徒
が

I
C
T
を

活
用

す
る

授
業

を
行

う
こ

と
が
で

き
る

。

授
業

実
践

か
ら

成
果

と
課

題
を

見
い

だ
す

こ
と

が
で

き
る

。

指
導

者
が

行
っ

た
授

業
づ

く
り

に
つ

い
て

交
流

を
行

い
、

自
身

の
成

果
と

課
題

を
見

い
だ

し
、

今
後

の
実

践
に

つ
な

げ
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

。

内
容

研
修
の

ね
ら

い
を

踏
ま

え
た
授

業
を

構
想

す
る

。

授
業

プ
ラ

ン
シ

ー
ト

を
活

用
し

授
業

実
践

を
行

う
。

研
究

授
業

を
行

い
、

研
究

協
議

で
は

、
授

業
実

践
し

た
こ

と
を

交
流

す
る

こ
と

に
よ

り
共

有
し

、
成

果
と

課
題

を
ま

と
め

、
次

の
実

践
に

つ
な

げ
る

。

9
1
0

1
1

1
2
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児
童
生
徒
が
I
C
T
を

活
用
す
る
授
業
と
は

IC
T活

用
研

修
モ
ジ
ュ
ー
ル
②

出
典


文

部
科
学
省
「
学
び
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
実
践

研
究

報
告

書
(
平

成
2
6年

)
」

よ
り


文

部
科
学
省
「
学
習
指
導
要
領
(
平
成
2
9
年
告
示
)
解

説
算

数
編

」
よ

り

個
に

応
じ

た
指

導
の

充
実

を
図

る
に

当
た

り
IC

T 
を

活
⽤

す
る

ＩＣ
Ｔ
を
効

果
的

に
活

用
し
た
学

習
場

面
の
分

類
例

実
物
を
記
録
し
て
⾒
せ
合
う

ＩＣ
Ｔ

が
活

躍
す
る
学

習
場

面

タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
場
面
集
授
業
が
も
っ
と
楽
し
く
な
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用

児
童
⽣
徒
が
発
表
す
る

児
童
⽣
徒
が
発
表
す
る

Ｂ
Ａ

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ａ

Ｂ
Ａ

IC
T
活
用
の
具
体
場
面

1
2

3
4

IC
T
活
用
研
修
モ
ジ
ュ
ー
ル
②
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実
物
を
記
録
し
て
⾒
せ
合
う

ＩＣ
Ｔ

が
活

躍
す
る
学

習
場

面

タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
場
面
集
授
業
が
も
っ
と
楽
し
く
な
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用

Ｂ
Ａ

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ａ

Ｂ
Ａ

体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

演
習

か
け
算

(
２
年

算
数

科
)

み
の
ま
わ
り
か
ら
、
か
け
算
の
し
き
で
か
け
る
も

の
を
み

つ
け
ま
し
ょ
う
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持

っ
て

か
け
算
を
見
つ
け
に

出
発
！

学
習
指
導
要

領
(平

成
29

年
告

示
)解

説
算

数
編

よ
り

5
6

7
8
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学
習
指
導
要
領

(平
成

29
年
告
示

)解
説

算
数

編
よ
り

消
防
設
備
を
探
そ
う

(
４
年

社
会

科
)

学
校
の

消
防

設
備

の
位

置
と
種
類
を
調

べ
よ
う
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持

っ
て

校
内
の
消
防
設
備
を
見
つ
け
に

出
発

！

ふ
し
ぎ
、
び
っ
く
り
、
大
は
っ
け
ん

(
２
年

生
活

科
)

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持

っ
て

校
内
の
生
き
物
を
見
つ
け
に

出
発
！

実
物
を
記
録
し
て
⾒
せ
合
う

ＩＣ
Ｔ

が
活

躍
す
る
学

習
場

面

タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
場
面
集
授
業
が
も
っ
と
楽
し
く
な
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用

児
童
⽣
徒
が
発
表
す
る

児
童
⽣
徒
が
発
表
す
る

Ｂ
Ａ

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ａ

Ｂ
Ａ

見
つ
け
た
も
の
を

全
体
交

流

9
1
0

1
1

1
2
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IC
T活

用
研

修
モ

ジ
ュ

ー
ル

③

情
報
活
⽤
能
⼒
に
つ
い
て

出
典


「

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
及
び

特
別

支
援

学
校

の
学

習
指

導
要

領
等

の
改
善
及
び
必
要
な
方
策
等
に
つ
い
て
」
中
央
教
育
審
議
会
答
申
（
平
成
2
8
年
1
2
月
）


文

部
科

学
省

「
2
1
世

紀
を

生
き

抜
く

児
童

生
徒

の
情

報
活

用
能

力
の

育
成

の
た

め
に

」
（

平
成

２
７

年
３

月
）


文
部
科
学
省
「
2
1
世
紀
を
生
き
抜
く
児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
育
成
の
た
め
に
」
よ
り


文

部
科
学
省
「
情
報
活
用
能
力
調
査
結
果
」


文

部
科
学
省
委
託
事
業
「
次
世
代
の
教
育
情
報
化

推
進

事
業

『
情

報
教

育
の

推
進

等
に

関
す

る
調
査
研
究
』
」

情
報
活
⽤
能
⼒
とは
︖

「
幼

稚
園

、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
及
び
特
別
支

援
学

校
の

学
習
指

導
要

領
等

の
改

善
及

び
必

要
な
方
策
等
に
つ
い
て
」
中
央
教
育
審
議
会

答
申

（
平

成
2
8年

1
2
月

）

情
報

活
用

能
力

と
は

世
の

中
の

様
々

な
事

象
を

情
報

と
そ

の
結

び
付

き
と

し
て

捉
え

て
把

握
し

、
情

報
及

び
情

報
技

術
を

適
切

か
つ

効
果

的
に

活
用

し
て

、
問

題
を

発
見

・
解

決
し

た
り

自
分

の
考

え
を

形
成

し
た

り
し

て
い

く
た

め
に

必
要

な
資

質
・
能

力

分
類
１

文
部

科
学

省
「

2
1世

紀
を
生
き
抜
く
児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
育
成
の
た
め
に
」
よ
り

1
2

3
4

IC
T
活
用
研
修
モ
ジ
ュ
ー
ル
③
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実
践

・
研

究
を

踏
ま

え
た

情
報

活
用

能
力

の
例

示

文
部
科
学

省
委
託
事
業
「
次
世
代

の
教
育
情
報
化
推
進
事

業
『
情

報
教

育
の

推
進

等
に

関
す

る
調

査
研

究
』

」

分
類
２

学
習
指
導
要
領

情
報
活
⽤
能
⼒
は
⾝
に
つ
い
て
い
る
?!

文
部
科
学
省
「
情
報
活
用
能
力
調
査
結
果
」

あ
つ
め
る
・
ま
と
め
る
・
つ
た
え
る
に
課
題

5
6

7
8

-21-



例
１

あ
つ

め
る

例
３

つ
た

え
る

例
１

あ
つ

め
る

例
３

つ
た

え
る

課
題

⼩
学
校

中
学
校

例
２

ま
と

め
る

例
２

ま
と

め
る

文
部
科
学

省
「

情
報

活
用

能
力

調
査
結

果
」

例
１

あ
つ
め
る

文
部
科
学
省
「
情
報
活
用
能
力
調
査
結
果
」

例
１

あ
つ
め
る

文
部
科
学

省
「

情
報

活
用

能
力

調
査
結

果
」

問
１
検
索
結
果
リ
ン
ク
先
（
イ
メ
ー
ジ
）

例
１

あ
つ
め
る

文
部
科
学
省
「
情
報
活
用
能
力
調
査
結
果
」

9
1
0

1
1

1
2
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例
１

あ
つ
め
る

文
部
科
学

省
「

情
報

活
用

能
力

調
査
結

果
」

例
１

あ
つ
め
る

文
部
科
学
省
「
情
報
活
用
能
力
調
査
結
果
」

例
３

つ
た
え
る

文
部
科
学

省
「

情
報

活
用

能
力

調
査
結

果
」

例
３

つ
た
え
る

文
部
科
学
省
「
情
報
活
用
能
力
調
査
結
果
」

1
3

1
4

1
5

1
6
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例
３

つ
た
え
る

文
部
科
学

省
「

情
報

活
用

能
力

調
査
結

果
」

例
３

つ
た
え
る

文
部
科
学
省
「
情
報
活
用
能
力
調
査
結
果
」

情
報
活
⽤
能
⼒
を
育
成
す
る
授
業
の
実
施
が
少
な
い

文
部
科
学

省
「

情
報

活
用

能
力

調
査
結

果
」

情
報
活
⽤
能
⼒
を
育
成
す
る

学
習
活
動
っ
て
?!

1
7

1
8

1
9

2
0
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あ
つ
め
る

ま
と
め
る

つ
た
え
る

情
報

活
用

能
力

を
育

成
す

る
と

は

情
報

活
用

能
力

を
育

む
こ

と
は

、
必

要
な

情
報

を
主

体
的

に
収

集
・
判

断
・
処

理
・
編

集
・
創

造
・
表

現
し

、
発

信
・
伝

達
で

き
る

能
力

等
を

育
む

こ
と

で
す

。
ま

た
、

基
礎

的
・
基

本
的

な
知

識
技

能
の

確
実

な
定

着
と

と
も

に
、

知
識

・
技

能
を

活
用

し
て

行
う

言
語

活
動

の
基

盤
と

な
る

も
の

で
あ

り
、

「
生

き
る

力
」
に

資
す

る
も

の
で

す
。

（
平

成
２

３
年

教
育

の
情

報
化

ビ
ジ

ョ
ン

よ
り

）

文
部

科
学

省
：
21

世
紀

を
生

き
抜

く
児

童
生

徒
の

情
報

活
用

能
力

の
育

成
の

た
め

に
（平

成
２

７
年

３
月

）

情
報

活
用

能
力

育
成

の
た

め
の

想
定

さ
れ

る
学

習
内

容

文
部

科
学

省
委

託
事

業
「
次

世
代

の
教

育
情

報
化

推
進

事
業

『
情

報
教

育
の

推
進

等
に

関
す

る
調

査
研

究
』
」

実
践

・
研

究
を

踏
ま

え
た

情
報

活
用

能
力

の
例

示

文
部

科
学

省
委

託
事

業
「
次

世
代

の
教

育
情

報
化

推
進

事
業

『
情

報
教

育
の

推
進

等
に

関
す

る
調

査
研

究
』
」

文
部

科
学

省
：
次

世
代

の
教

育
情

報
化

推
進

事
業

（
情

報
教

育
の

推
進

等
に

関
す

る
調

査
研

究
）
成

果
報

告
書

「
情

報
活

用
能

力
を

育
成

す
る

た
め

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

在
り

方
と

授
業

デ
ザ

イ
ン

」

A
 知

識
及

び
技

能

B
 思

考
力

、
判

断
力

、
表

現
力

等

C
 学

び
に

向
か

う
力

、
表

現
力

等

基
本

的
な

操
作

等

問
題

解
決

・
探

究
に

お
け

る
情

報
活

用

情
報

モ
ラ

ル
・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ

ス
テ

ッ
プ

１
ス

テ
ッ

プ
２

ス
テ

ッ
プ

３
ス

テ
ッ

プ
４

ス
テ

ッ
プ

５
小

学
校

低
学

年
小

学
校

中
学

年
小

学
校

高
学

年
中

学
校

修
了

高
等

学
校

修
了

2
1

2
2

2
3

2
4
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あ
つ
め
る

ま
と
め
る

つ
た
え
る

文
部

科
学

省
：
次

世
代

の
教

育
情

報
化

推
進

事
業

（
情

報
教

育
の

推
進

等
に

関
す

る
調

査
研

究
）
成

果
報

告
書

「
情

報
活

用
能

力
を

育
成

す
る

た
め

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

在
り

方
と

授
業

デ
ザ

イ
ン

」

あ
つ
め
る

ま
と
め
る

文
部

科
学

省
：
21

世
紀

を
生

き
抜

く
児

童
生

徒
の

情
報

活
用

能
力

の
育

成
の

た
め

に
（
平

成
２

７
年

３
月

）

事
例
紹
介

つ
た
え
る

事
例
紹
介

文
部

科
学

省
：
21

世
紀

を
生

き
抜

く
児

童
生

徒
の

情
報

活
用

能
力

の
育

成
の

た
め

に
（
平

成
２

７
年

３
月

）

あ
つ
め
る

文
部

科
学

省
：
21

世
紀

を
生

き
抜

く
児

童
生

徒
の

情
報

活
用

能
力

の
育

成
の

た
め

に
（
平

成
２

７
年

３
月

）

2
5

2
6

2
7

2
8
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ま
と
め
る

文
部

科
学

省
：
21

世
紀

を
生

き
抜

く
児

童
生

徒
の

情
報

活
用

能
力

の
育

成
の

た
め

に
（
平

成
２

７
年

３
月

）

つ
た
え
る

文
部

科
学

省
：
21

世
紀

を
生

き
抜

く
児

童
生

徒
の

情
報

活
用

能
力

の
育

成
の

た
め

に
（
平

成
２

７
年

３
月

）

2
9

3
0
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あ
つ
め
る

IC
T活

用
研

修
モ
ジ
ュ
ー
ル
⑤

出
典


滋
賀
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
「
児

童
の

情
報

活
用

の
実

践
力

を
高

め
る

授
業
づ
く
り
の
あ
り
方
」
研
究
成

果
物

「
児

童
の

情
報

活
用

の
実

践
力

育
成
に
つ
な
が
る
I
C
T
を
活
用
し
た
授
業
実
践
集
」
よ
り

「
集
め
る
」
に
焦
点
を
当
て
た
児
童
生
徒
が

IC
T
を
活
用
す
る
授
業
の
事
例
に
つ
い
て

知
る
。

ね
ら
い

社
会
科

第
３
学
年

「
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
よ
う
す
を
調
べ
よ
う
」

学
習
の
ね
ら
い

・
学
校
の
ま
わ
り
を
探
検
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
⾃
分
た
ち
の
ま
ち
の
様
⼦
（
⼟
地
の
使
わ
れ
⽅
、
⼟
地
の

⾼
い
と
こ
ろ
や
低
い
と
こ
ろ
、
古
く
か
ら
残
る
建
物
）
が
わ
か
る
。

学
習
活
動
（
４
単
位
時
間
）

IC
T活

⽤
の
具
体
（
◇
）
留
意
点
（
・
）

１
．
め
あ
て
を
確
認
す
る
。

２
．
学
校
の
ま
わ
り
（
北
コ
ー
ス
）
を
探
検
し
、
ま
ち
の

様
⼦
を
調
べ
る
。

３
．
探
検
で
調
べ
た
北
コ
ー
ス
の
様
⼦
を
全
体
で
伝
え
合

う
。

４
．
記
録
し
た
画
像
を
確
認
し
、
北
コ
ー
ス
の
様
⼦
を
プ

リ
ン
ト
に
ま
と
め
る
。

５
．
振
り
返
り
を
⾏
う
。

・
グ
ル
ー
プ
に
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
⽤
意
す

る
。

◇
学
校
の
ま
わ
り
を
探
検
し
、
ま
ち
の
様
⼦
を

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
画
像
を
記
録
す
る
。

◇
記
録
し
た
画
像
を
⼤
型
テ
レ
ビ
に
映
し
出
し
、

ま
ち
の
様
⼦
を
伝
え
る
。

IC
Tを

活
⽤
し
た
効
果

探
検
し
た
際
に
記
録
し
た
画
像
を
活
⽤
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
校
の
ま
わ
り
に
何
が
あ
っ
た
の
か
、
ど
の
よ

う
な
様
⼦
で
あ
っ
た
の
か
を
よ
り
具
体
的
に
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
、
振
り
返
り
を
活
発
に
⾏
え
た
。

社
会
科

第
３
学
年

「
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
よ
う
す
を
調
べ
よ
う
」

1
2

3
4

IC
T
活
用
研
修
モ
ジ
ュ
ー
ル
⑤
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音
楽

科
第

４
学

年
「
音

の
と
く
ち
ょ
う
を
生

か
し
て
音

楽
を
つ
く
ろ
う
」

学
習
の
ね
ら
い

・
楽
器
の
特
徴
を
⽣
か
し
て
演
奏
す
る
。

・
楽
器
の
組
合
せ
や
演
奏
の
仕
⽅
、
リ
ズ
ム
の
組
合
せ
を
⼯
夫
す
る
。

学
習
活
動
（
１
単
位
時
間
）

IC
T活

⽤
の
具
体
（
◇
）
留
意
点
（
・
）

１
．
め
あ
て
を
確
認
す
る
。

２
．
楽
器
の
組
合
せ
や
⾳
の
鳴
ら
し
⽅
を
⼯
夫
し
な
が
ら
、

⾳
楽
を
つ
く
る
。

３
．
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
演
奏
を
録
画
、
再
⽣
し
、
⾃
分
た
ち

の
演
奏
の
改
善
点
を
話
し
合
う
。

４
．
改
善
点
を
基
に
楽
器
や
リ
ズ
ム
を
変
え
て
、
⾳
楽
を

つ
く
り
演
奏
す
る
。

※
２
〜
４
を
繰
り
返
し
⾏
い
、
よ
り
よ
い
演
奏
を
⽬
指

す
。

５
．
振
り
返
り
を
⾏
う
。

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
演
奏
を
録
画
、
再
⽣
す
る
⽅

法
を
説
明
す
る
。

◇
録
画
し
た
演
奏
を
再
⽣
し
、
楽
器
の
特
徴
を

⽣
か
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
を
話
し
合
う
。

◇
⼀
度
だ
け
の
録
画
で
は
な
く
、
演
奏
の
録
画
、

再
⽣
を
繰
り
返
し
⾏
い
、
よ
り
よ
い
演
奏
を

⽬
指
す
。

IC
Tを

活
⽤
し
た
効
果

演
奏
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
録
画
し
、
い
く
つ
か
の
動
画
を
⾒
⽐
べ
る
こ
と
で
改
善
点
を
具
体
的
に
⾒
つ
け
、
⾃
分

た
ち
の
演
奏
に
⽣
か
す
こ
と
が
で
き
た
。

音
楽

科
第

４
学

年
「
音

の
と
く
ち
ょ
う
を
生

か
し
て
音

楽
を
つ
く
ろ
う
」

委
員
会
活
動

放
送
委
員
会
「
運
動
会
の
様
⼦
を
放
送
し
よ
う
」

学
習
の
ね
ら
い

・
競
技
を
終
え
た
児
童
が
感
想
を
⾔
う
際
に
、
動
画
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
⼦
を
記
録
す
る
。

・
種
⽬
ご
と
に
撮
影
し
た
動
画
か
ら
放
送
す
る
動
画
を
選
ぶ
。

学
習
活
動
（
運
動
会
当
⽇
・
委
員
会
活
動
）

IC
T活

⽤
の
具
体
（
◇
）
留
意
点
（
・
）

１
．
め
あ
て
を
確
認
す
る
。

２
．
種
⽬
ご
と
に
競
技
を
終
え
た
児
童
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
⾏
う
。
（
運
動
会
当
⽇
）

３
．
種
⽬
ご
と
に
、
全
校
放
送
で
放
送
す
る
動
画
を
選
ぶ
。

４
．
振
り
返
り
を
⾏
う
。

・
運
動
会
前
の
委
員
会
活
動
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
内
容
や
話
し
⽅
、
動
画
の
撮
影
⽅
法
を
練

習
し
て
お
く
。

◇
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
⽤
し
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
様
⼦
を
動
画
で
撮
影
す
る
。

◇
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
記
録
し
た
動
画
を
確
認
し
、

放
送
に
適
し
た
動
画
を
選
ぶ
。
（
声
の
⼤
き

さ
や
受
け
答
え
な
ど
）

◇
放
送
室
で
動
画
を
放
送
す
る
⽅
法
を
確
認
し
、

テ
ス
ト
放
送
を
⾏
う
。

IC
Tを

活
⽤
し
た
効
果

競
技
を
終
え
た
児
童
の
感
想
を
動
画
で
記
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
運
動
会
当
⽇
の
雰
囲
気
や
臨
場
感
を
後
⽇
、

全
校
に
伝
え
る
た
め
の
情
報
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

委
員
会
活
動

放
送
委
員
会
「
運
動
会
の
様
⼦
を
放
送
し
よ
う
」

5
6

7
8
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総
合
的
な
学
習
の
時
間

第
６
学
年

「
平
和
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

学
習
の
ね
ら
い

・
滋
賀
県
の
戦
時
中
の
様
⼦
や
⼈
々
の
く
ら
し
に
つ
い
て
、
児
童
が
⾃
分
で
決
め
た
め
あ
て
を
解
決
す
る

た
め
に
必
要
な
情
報
を
集
め
る
。

学
習
活
動
（
２
単
位
時
間
）

IC
T活

⽤
の
具
体
（
◇
）
留
意
点
（
・
）

１
．
め
あ
て
を
確
認
す
る
。

２
．
滋
賀
県
の
戦
時
中
の
様
⼦
や
⼈
々
の
く
ら
し
を
調
べ

る
。

３
．
調
べ
た
こ
と
は
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
メ
モ
を
す
る
。

※
調
べ
学
習
が
終
わ
っ
た
ら
、
ま
と
め
を
作
成
す
る
。

４
．
振
り
返
り
を
⾏
う
。

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
⽤
し
、
児
童
が
設
定

し
た
め
あ
て
に
合
わ
せ
た
情
報
を
集
め
る
。

・
「
し
が
け
ん
バ
ー
チ
ャ
ル
平
和
祈
念
館
」
に

滋
賀
県
の
戦
時
中
の
様
⼦
や
⼈
々
の
く
ら
し

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
。

◇
ま
と
め
は
、
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
を
活
⽤
す
る
。

・
ま
と
め
を
⾏
う
際
に
は
、
⾃
分
の
⾔
葉
で
ま

と
め
る
よ
う
伝
え
る
。

IC
Tを

活
⽤
し
た
効
果

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
を
⾏
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
滋
賀
県
の
戦
時
中
の
様
⼦
や
⼈
々
の
く
ら
し
に
つ
い
て
の
情

報
を
複
数
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
か
ら
多
く
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

第
６
学
年

「
平
和
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

9
1
0
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ま
と
め
る

IC
T活

用
研

修
モ
ジ
ュ
ー
ル
⑥

出
典


滋
賀
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
「
児

童
の

情
報

活
用

の
実

践
力

を
高

め
る

授
業
づ
く
り
の
あ
り
方
」
研
究
成

果
物

「
児

童
の

情
報

活
用

の
実

践
力

育
成
に
つ
な
が
る
I
C
T
を
活
用
し
た
授
業
実
践
集
」
よ
り

「
ま
と
め
る
」
に
焦
点
を
当
て
た
児
童
生
徒

が
IC
T
を
活
用
す
る
授
業
の
事
例
に
つ
い

て
知
る
。

ね
ら
い

国
語
科

第
１
学
年

「
『
す
き
な
も
の
ク
イ
ズ
』
を
し
よ
う
」

学
習
の
ね
ら
い

・
紹
介
し
た
い
と
考
え
た
『
す
き
な
も
の
』
に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ
を
つ
く
る
。

・
質
問
に
合
わ
せ
て
、
作
成
し
た
ヒ
ン
ト
を
選
び
、
提
⽰
す
る
。

学
習
活
動
（
２
単
位
時
間
）

IC
T活

⽤
の
具
体
（
◇
）
留
意
点
（
・
）

１
．
め
あ
て
を
確
認
す
る
。

２
．
す
き
な
も
の
ク
イ
ズ
と
４
つ
の
ヒ
ン
ト
を
つ
く
る
。

３
．
ク
ラ
ス
で
す
き
な
も
の
ク
イ
ズ
を
⾏
う
。

４
．
振
り
返
り
を
⾏
う
。

・
ク
イ
ズ
の
⾒
本
を
作
成
し
、
パ
ソ
コ
ン
の
⼿

書
き
機
能
を
使
っ
た
ク
イ
ズ
の
作
成
⽅
法
を

説
明
す
る
。

◇
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
活
⽤
し
て
、

絵
や
⽂
字
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
キ
ー
ボ
ー
ド
）

を
書
き
込
み
、
ク
イ
ズ
と
４
つ
ヒ
ン
ト
を
作

成
す
る
。

◇
聞
き
⼿
の
質
問
に
合
っ
た
ヒ
ン
ト
を
選
び
、

提
⽰
す
る
。

・
ヒ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
質
問
に
よ
っ
て
出
す

順
番
を
変
え
る
よ
う
伝
え
る
。

IC
Tを

活
⽤
し
た
効
果

ヒ
ン
ト
の
順
番
を
相
⼿
の
質
問
に
合
わ
せ
て
簡
単
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
、
聞
き
⼿
の
「
知
り
た
い
」
「
聞
い

て
み
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
こ
と
に
合
わ
せ
て
、
ク
イ
ズ
を
出
し
合
う
こ
と
が
で
き
た
。

国
語
科

第
１
学
年

「
『
す
き
な
も
の
ク
イ
ズ
』
を
し
よ
う
」

1
2

3
4

IC
T
活
用
研
修
モ
ジ
ュ
ー
ル
⑥
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総
合
的
な
学
習
の
時
間

第
４
学
年
「
⼈
に
や
さ
し
く
と
も
に
⽣
き
る
」

学
習
の
ね
ら
い

・
福
祉
に
つ
い
て
調
べ
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
ま
と
め
る
。

・
⼈
に
や
さ
し
く
、
と
も
に
⽣
き
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
考
え
、
ま
と
め
る
。

学
習
活
動
（
３
単
位
時
間
）

IC
T活

⽤
の
具
体
（
◇
）
留
意
点
（
・
）

１
．
め
あ
て
を
確
認
す
る
。

２
．
発
表
資
料
を
作
成
す
る
際
に
、
ど
の
よ
う
な
⾔
葉
や

⽂
章
を
使
え
ば
よ
い
の
か
を
話
し
合
う
。

３
．
学
ん
だ
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
伝
え

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
考
え
た
う
え
で
、
学
ん
だ

こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。

４
．
振
り
返
り
を
⾏
う
。

・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
使
い
⽅
を

説
明
す
る
。

・
ま
と
め
を
伝
え
る
相
⼿
の
こ
と
を
意
識
さ
せ

る
。

◇
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
活
⽤
し
、

⽂
字
の
⼤
き
さ
や
⾊
の
変
更
、
画
像
の
貼
り

付
け
や
移
動
な
ど
の
修
正
を
繰
り
返
し
、
よ

り
分
か
り
や
す
い
ま
と
め
を
作
成
す
る
。

IC
Tを

活
⽤
し
た
効
果

IC
Tを

活
⽤
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
聞
き
⼿
を
意
識
し
て
表
現
の
仕
⽅
を
試
⾏
錯
誤
し
、
何
度
も
修
正
を
加
え

な
が
ら
ま
と
め
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

第
４
学
年
「
⼈
に
や
さ
し
く
と
も
に
⽣
き
る
」

図
画
⼯
作
科

第
５
学
年
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
く
ろ
う
」

学
習
の
ね
ら
い

・
作
成
し
た
コ
マ
を
1コ

マ
ず
つ
組
み
合
わ
せ
て
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
す
る
。

・
作
成
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
⾒
せ
合
い
、
そ
の
後
改
善
点
を
修
正
す
る
。

学
習
活
動
（
１
単
位
時
間
）

IC
T活

⽤
の
具
体
（
◇
）
留
意
点
（
・
）

１
．
め
あ
て
を
確
認
す
る
。

２
．
全
て
の
コ
マ
を
つ
な
げ
て
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
作

成
す
る
。

３
．
作
成
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
⾒
せ
合
い
、
ア
ド
バ

イ
ス
し
合
う
。
そ
の
後
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
基
に
修
正

を
加
え
る
。

４
．
振
り
返
り
を
⾏
う
。

・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
す
る
⽅
法
を
説
明
す

る
。

◇
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
に
撮
影
し
た

写
真
や
描
い
た
絵
を
貼
り
付
け
る
。

・
ア
ニ
メ
−
シ
ョ
ン
を
⾒
せ
合
う
際
に
は
、
良

か
っ
た
点
や
改
善
点
な
ど
を
具
体
的
に
伝
え

る
よ
う
に
す
る
。

・
必
要
に
応
じ
て
、
新
た
に
写
真
を
撮
影
し
た

り
、
絵
を
描
い
た
り
す
る
よ
う
伝
え
る
。

IC
Tを

活
⽤
し
た
効
果

IC
Tを

活
⽤
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
簡
単
に
コ
マ
の
数
を
減
ら
し
た
り
増
や
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
、
児
童

の
発
想
を
⽣
か
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

図
画
⼯
作
科

第
５
学
年
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
く
ろ
う
」

5
6

7
8
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理
科

第
６
学
年

「
⽔
溶
液
の
性
質
と
は
た
ら
き
」

学
習
の
ね
ら
い

・
リ
ト
マ
ス
紙
の
⾊
の
変
化
か
ら
、
⽔
溶
液
に
は
ア
ル
カ
リ
性
、
中
性
、
酸
性
の
も
の
が
あ
る
と
理
解
す
る
。

学
習
活
動
（
２
単
位
時
間
）

IC
T活

⽤
の
具
体
（
◇
）
留
意
点
（
・
）

１
．
め
あ
て
を
確
認
す
る
。

２
．
前
時
の
実
験
結
果
の
画
像
を
⾒
な
が
ら
、
分
か
っ
た

こ
と
を
班
で
話
し
合
う
。

３
．
話
し
合
っ
た
こ
と
を
実
験
結
果
の
画
像
に
書
き
込
む
。

４
．
そ
れ
ぞ
れ
の
班
の
実
験
結
果
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
を

ク
ラ
ス
全
体
で
交
流
す
る
。

５
．
振
り
返
り
を
⾏
う
。

◇
前
時
に
撮
影
し
た
実
験
結
果
の
画
像
を
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
表
⽰
し
な
が
ら
話
合
い
を
⾏
う
。

◇
強
調
し
た
い
と
こ
ろ
は
⽂
字
を
⼤
き
く
し
た

り
、
線
を
太
く
し
た
り
す
る
。

◇
実
験
結
果
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

⼤
型
テ
レ
ビ
に
映
し
出
し
、
全
員
が
確
認
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

IC
Tを

活
⽤
し
た
効
果

リ
ト
マ
ス
紙
の
⾊
が
変
化
し
た
時
の
画
像
を
使
っ
て
、
実
験
結
果
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
を
話
し
合
い
、
ま
と
め

る
こ
と
で
、
⽔
溶
液
の
仲
間
分
け
を
容
易
に
⾏
う
こ
と
が
で
き
た
。

理
科

第
６
学
年

「
⽔
溶
液
の
性
質
と
は
た
ら
き
」

9
1
0
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つ
た
え
る

IC
T活

用
研

修
モ
ジ
ュ
ー
ル
⑦

出
典


滋
賀
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
「
児

童
の

情
報

活
用

の
実

践
力

を
高

め
る

授
業
づ
く
り
の
あ
り
方
」
研
究
成

果
物

「
児

童
の

情
報

活
用

の
実

践
力

育
成
に
つ
な
が
る
I
C
T
を
活
用
し
た
授
業
実
践
集
」
よ
り

「
伝
え
る
」
に
焦
点
を
当
て
た
児
童
生
徒
が

IC
T
を
活
用
す
る
授
業
の
事
例
に
つ
い
て

知
る
。

ね
ら
い

算
数
科

第
２
学
年

「
か
け
算
の
九
九
」

学
習
の
ね
ら
い

・
か
け
算
の
九
九
を
使
っ
て
数
え
ら
れ
る
も
の
を
校
内
で
集
め
る
。

・
⾒
つ
け
た
も
の
の
計
算
⽅
法
を
ま
と
め
、
⾃
分
の
考
え
を
伝
え
る
。

学
習
活
動
(１
単
位
時
間
)

IC
T活

⽤
の
具
体
（
◇
）
留
意
点
（
・
）

１
．
め
あ
て
を
確
認
す
る
。

２
．
校
内
を
探
検
し
、
九
九
を
使
っ
て
数
え
ら
れ
る
も
の

を
探
し
、
写
真
を
撮
る
。

３
．
記
録
し
た
画
像
に
、
考
え
た
計
算
⽅
法
を
書
き
込
む
。

４
．
考
え
た
九
九
を
ク
ラ
ス
で
伝
え
合
う
。

５
．
振
り
返
り
を
⾏
う
。

◇
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
写
真
撮
影
機
能
を
活
⽤
し
て
、

九
九
を
使
っ
て
数
え
ら
れ
る
も
の
を
画
像
と

し
て
記
録
す
る
。

◇
撮
影
し
た
画
像
か
ら
紹
介
し
た
い
も
の
を
選

び
、
聞
き
⼿
に
考
え
た
計
算
⽅
法
が
伝
わ
る

よ
う
、
⼿
書
き
機
能
を
活
⽤
し
て
ま
と
め
る
。

◇
児
童
同
⼠
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
画
像
を
⾒
せ

合
っ
て
、
⾃
分
の
考
え
を
伝
え
合
う
。

IC
Tを

活
⽤
し
た
効
果

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
写
真
撮
影
機
能
や
画
像
へ
の
書
き
込
み
機
能
を
活
⽤
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
⾝
の
回
り
の
⽣
活

で
か
け
算
が
利
⽤
で
き
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

算
数
科

第
２
学
年

「
か
け
算
の
九
九
」

1
2

3
4

IC
T
活
用
研
修
モ
ジ
ュ
ー
ル
⑦
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国
語
科

第
３
学
年

「
へ
ん
と
つ
く
り
」

学
習
の
ね
ら
い

・
漢
字
の
「
へ
ん
」
が
漢
字
の
左
側
に
あ
り
、
お
お
ま
か
な
意
味
を
表
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
。

・
漢
字
の
「
へ
ん
」
に
興
味
・
関
⼼
を
持
ち
、
同
じ
「
へ
ん
」
を
使
っ
て
い
る
漢
字
を
考
え
る
。

学
習
活
動
（
１
単
位
時
間
）

IC
T活

⽤
の
具
体
（
◇
）
留
意
点
（
・
）

１
．
め
あ
て
を
確
認
す
る
。

２
．
「
へ
ん
」
が
何
を
表
し
て
い
る
の
か
を
知
る
。

３
．
「
き
へ
ん
」
の
漢
字
を
考
え
る
。

４
．
グ
ル
ー
プ
で
考
え
た
漢
字
を
全
体
で
伝
え
る
。

※
「
に
ん
べ
ん
」
や
「
さ
ん
ず
い
」
に
つ
い
て
も
同
様

の
活
動
を
⾏
う
。

５
．
振
り
返
り
を
⾏
う
。

・
は
じ
め
は
個
⼈
で
考
え
さ
せ
る
。
そ
の
後
、

グ
ル
ー
プ
で
考
え
た
漢
字
を
出
し
合
わ
せ
る
。

◇
グ
ル
ー
プ
で
考
え
た
漢
字
を
出
し
合
う
際
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
考
え
た
漢
字
を
書
き
込
む
。

◇
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
書
き
込
ん
だ
「
き
へ
ん
」
の

漢
字
を
⼤
型
テ
レ
ビ
に
映
し
出
し
、
全
体
で

交
流
す
る
。

IC
Tを

活
⽤
し
た
効
果

IC
Tを

活
⽤
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
て
の
グ
ル
ー
プ
の
考
え
を
瞬
時
に
提
⽰
す
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
各
グ

ル
ー
プ
の
考
え
を
再
度
提
⽰
す
る
こ
と
を
容
易
に
⾏
う
こ
と
が
で
き
た
。

国
語
科

第
３
学
年

「
へ
ん
と
つ
く
り
」

総
合
的
な
学
習
の
時
間

第
５
学
年
「
⽣
命
の
源
『
⽔
』
を
調
べ
よ
う
」

学
習
の
ね
ら
い

・
び
わ
湖
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
学
ん
だ
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
に
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
。 学
習
活
動
（
２
単
位
時
間
）

IC
T活

⽤
の
具
体
（
◇
）
留
意
点
（
・
）

１
．
め
あ
て
を
確
認
す
る
。

２
．
発
表
を
す
る
と
き
、
発
表
を
聞
く
と
き
に
気
を
つ
け

る
こ
と
を
再
確
認
す
る
。

３
．
び
わ
湖
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
学
ん
だ
こ
と

や
考
え
た
こ
と
を
発
表
す
る
。

４
．
発
表
を
聞
い
た
感
想
を
書
く
。

※
３
〜
４
を
繰
り
返
し
⾏
う
。

５
．
振
り
返
り
を
⾏
う
。

・
事
前
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
活

⽤
し
て
、
発
表
資
料
を
作
成
す
る
。

◇
ス
ラ
イ
ド
に
合
わ
せ
て
、
ス
ラ
イ
ド
の
送
り

⽅
や
話
し
⽅
を
⼯
夫
す
る
。

・
発
表
を
聞
き
、
質
問
が
あ
る
場
合
は
発
表
者

に
聞
く
こ
と
が
で
き
る
時
間
を
設
け
る
。

IC
Tを

活
⽤
し
た
効
果

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
活
⽤
し
て
発
表
す
る
際
、
ス
ラ
イ
ド
ご
と
に
書
く
項
⽬
を
指
定
し
て
お
く
こ

と
で
、
伝
え
た
い
こ
と
を
焦
点
化
し
て
説
明
で
き
る
た
め
、
聞
き
⼿
に
伝
わ
り
や
す
い
発
表
が
で
き
た
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

第
５
学
年
「
⽣
命
の
源
『
⽔
』
を
調
べ
よ
う
」

5
6

7
8
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社
会
科

第
６
学
年

「
武
⼠
の
世
の
中
へ
」

学
習
の
ね
ら
い

・
武
⼠
の
や
か
た
の
様
⼦
か
ら
気
付
い
た
こ
と
や
疑
問
を
考
え
、
単
元
の
め
あ
て
を
つ
く
る
。

学
習
活
動
（
１
単
位
時
間
）

IC
T活

⽤
の
具
体
（
◇
）
留
意
点
（
・
）

１
．
め
あ
て
を
確
認
す
る
。

２
．
武
⼠
の
や
か
た
の
様
⼦
か
ら
気
付
い
た
こ
と
や
疑
問

を
考
え
る
。

３
．
気
付
い
た
こ
と
や
疑
問
を
発
表
す
る
。

４
．
気
付
い
た
こ
と
や
疑
問
を
基
に
し
て
、
単
元
の
め
あ

て
を
つ
く
る
。

５
．
振
り
返
り
を
⾏
う
。

◇
電
⼦
⿊
板
を
活
⽤
し
て
、
気
付
い
た
こ
と
や

疑
問
を
全
体
で
共
有
す
る
。

◇
必
要
に
応
じ
て
電
⼦
⿊
板
に
書
き
込
み
を
⾏

い
、
気
付
い
た
こ
と
や
疑
問
を
共
有
し
や
す

く
す
る
。

IC
Tを

活
⽤
し
た
効
果

電
⼦
⿊
板
に
映
し
出
し
た
絵
図
に
書
き
込
ん
だ
り
拡
⼤
し
た
り
し
て
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
気
付
い
た
こ

と
や
考
え
た
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
ク
ラ
ス
全
体
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

社
会
科

第
６
学
年

「
武
⼠
の
世
の
中
へ
」

9
1
0
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授
業
づ
く
り
に
つ
い
て

IC
T活

用
研

修
モ
ジ
ュ
ー
ル
⑧

出
典


文
部
科
学
省
「
学
び
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
事

業
実

践
研

究
報

告
書

(平
成
26
年
)」

よ
り


文

部
科

学
省

「
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手

引
(令

和
元

年
12

月
)」

よ
り

「
授
業
プ
ラ
ン
シ
ー
ト
」
を
活
用
し
、児
童
生
徒

が
IC
T
を
活
用
す
る
授
業
を
構
想
す
る
。

ね
ら
い

1
2

3
4

IC
T
活
用
研
修
モ
ジ
ュ
ー
ル
⑧
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学
校
に
お
け
る
I
C
T
を
活
用
し
た
学
習
場
面

文
部

科
学

省
「
学

び
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事

業
実

践
研

究
報

告
書

（
平

成
26

年
）
」
よ
り

情
報
活
用
の
実
践
力
育
成
の
三
つ
の
観
点

集
め

る

滋
賀

県
総

合
教

育
セ
ン
タ
ー
「
平
成
30
年
度
研
究
員
派
遣
に
よ
る
学
校
支
援
に
関
す
る
研
究

『
児

童
の

情
報

活
用
の
実
践
力
を
高
め
る
授
業
づ
く
り
の
あ
り
方
』
」
よ
り

情
報
を

収
集
・

選
択

す
る

ど
っ
ち
が
い
い
か
な
？

ま
と
め
る

情
報
を

整
理
・

比
較

す
る

情
報
活
用
の
実
践
力
育
成
の
三
つ
の
観
点

集
め
る

ま
と
め
る

伝
え
る

滋
賀

県
総

合
教
育
セ
ン
タ
ー
「
平
成
30
年
度
研
究
員
派

遣
に

よ
る

学
校

支
援
に

関
す

る
研

究
『

児
童

の
情
報
活
用
の
実
践
力
を
高
め
る
授
業
づ
く
り
の

あ
り

方
』

」
よ
り伝
え
る

わ
か
り
や
す
く
相
手
に
伝
え
る

集
め

る
ま

と
め

る
伝

え
る

集
め

る
ま

と
め

る
伝

え
る

集
め

る
ま

と
め

る
伝

え
る

文
部

科
学

省
「
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手

引
」
(令

和
元

年
12

月
)よ

り

情
報

活
用

能
力

の
体

系
表

例

5
6

7
8
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各
教
科
等
の
学
習
指
導
要
領
を

参
考

に
、
本

時
の

ね
ら
い
を
設

定
す
る
。

「
情
報
活
用
能
力
の
体
系
表
例
」

に
あ
る
「
問
題
解
決
・
探
求
に
お

け
る
情

報
活

用
」
の

分
類

の
中

か
ら
育

成
し
た
い
情

報
活

用
能

力
を

記
入

す
る
。

文
部

科
学

省
「
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手
引
」
(令

和
元
年

12
月

)「
情

報
活

用
能

力
の

体
系

表
例

」よ
り

授
業

に
取

り
入

れ
る
情

報
活

用
の

実
践

力
育
成
の
観
点
と
IC
T

活
用

の
学

習
場

面
に
つ
い
て
、

単
元

計
画

に
書

き
込

ん
だ
も
の

に
チ
ェ
ッ
ク
を
付
け
ま
す
。

IC
T活

用
の

特
性

・
強

み
を
生

か

す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
本

時
の

ね
ら
い
と
育

成
し
た
い
情

報
活

用
能

力
を
踏

ま
え
て
考

え
る
。

児
童
生
徒
が

IC
Tを

使
用

す
る

目
的

を
意

識
で
き
る
よ
う
、
指
導

者
が

ど
の

よ
う
な
発

問
を
す
る

の
か

考
え
る
。

9
1
0

1
1

1
2
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